
■
第
７
回
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト 

　
活
用
教
育
実
践
コ
ン
ク
ー
ル
で 

　
文
部
科
学
大
臣
賞 

 

　
徳
島
大
学
開
放
実
践
セ
ン
タ
ー
の
吉

田
敦
也
教
授
が
開
発
し
た
シ
ス
テ
ム
「
ユ

ビ
キ
タ
ス
双
六
遍
路
」
が
、優
れ
た
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
教
育
活
用
事
例
を
紹
介
す

る
「
第
７
回
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
活
用
教
育

実
践
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
社
会
教
育
部
門
で

文
部
科
学
大
臣
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。 

　
シ
ス
テ
ム
で
は
、ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
し
た

歩
数
を
パ
ソ
コ
ン
か
携
帯
電
話
か
ら
ブ
ロ

グ
に
記
録
す
る
と
、そ
れ
を
自
動
集
計
し
、

距
離
換
算
し
た
後
、ど
れ
だ
け
歩
い
た
か

を
四
国
八
十
八
カ
所
の
お
遍
路
地
図
に

表
示
し
ま
す
。
若
い
世
代
よ
り
普
及
が
遅

れ
て
い
る
Ｉ
Ｔ
を
中
高
年
に
浸
透
さ
せ

る
一
方
、県
民
の
糖
尿
病
死
亡
率
が
全
国

ワ
ー
ス
ト
１
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

運
動
不
足
解
消
に
つ
な
げ
よ
う
と
考
案

さ
れ
ま
し
た
。 

 

■
卒
業
式
・
修
了
式 

 

　
３
月
２３
日[

金]

、ア
ス
テ
ィ
と
く
し
ま

で
平
成
１８
年
度
卒
業
式
・
修
了
式
が
挙

行
さ
れ
、合
計
１
、８
４
７
名[

学
部
卒
業

生
１
、２
９
５
名
、大
学
院
修
士[

博
士
前

期]

課
程
４
６
７
名
、大
学
院
博
士[

博
士

後
期]

課
程
７５
名
、助
産
学
専
攻
科
１０
名]

の
卒
業
生
及
び
修
了
生
に
、青
野
学
長
か

ら
、卒
業
証
書
・
学
位
記
が
授
与
さ
れ
ま

し
た
。 

　
学
長
か
ら
の
式
辞
、在
学
生
総
代
の

日
向
隆
裕
さ
ん
の
送
辞
に
続
き
、卒
業
生
・

修
了
生
総
代
と
し
て
、総
合
科
学
部
人

間
社
会
学
科
の
岩
崎
初
美
さ
ん
よ
り
「
新

し
い
環
境
で
も
、常
に
自
ら
の
夢
と
目
標

を
忘
れ
ず
、そ
の
実
現
へ
の
努
力
を
惜
し

む
こ
と
な
く
、精
進
し
、本
学
で
学
ん
だ

こ
と
を
誇
り
と
し
、広
い
視
野
を
持
っ
て
、

社
会
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
。
」
と
答
辞

が
あ
り
ま
し
た
。 

 

■
地
域
創
生
セ
ン
タ
ー
設
置 

 

　
４
月
１
日
、徳
島
大
学
・
地
域
創
生
セ

ン
タ
ー
は
、特
色
あ
る
徳
島
づ
く
り
の
実

践
に
徳
島
大
学
の
力
を
結
集
し
、目
に
見

え
た
変
化
を
徳
島
に
起
こ
す
こ
と
を
め

ざ
し
て
開
設
さ
れ
ま
し
た
。 

　
地
域
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
推
進
部
門
、地
域
資
源

活
用
部
門
、地
域
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
部
門
、

地
域
連
携
教
育
開
発
部
門
の
４
部
門
で

構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
学
内
各
部
局
か
ら
２０
名
が
ス
タ
ッ
フ

と
し
て
参
加
し
、全
学
的
な
体
制
で
、地

域
課
題
の
解
決
、地
域
魅
力
の
開
発
、地

域
活
性
化
・
再
生
の
事
業
化
に
取
り
組
み

ま
す
。 

 

■
口
腔
保
健
学
科
の
設
置 

 

　
４
月
１
日
、歯
学
部
に
口
腔
保
健
学
科

を
設
置
し
、第
一
期
生
と
し
て
１６
人
が
入

学
を
許
可
さ
れ
、教
育
を
開
始
し
ま
し
た
。 

　
高
齢
社
会
に
お
け
る
社
会
ニ
ー
ズ
で

あ
る
健
康
長
寿
の
推
進
に
貢
献
す
る
た

め
に
、徳
島
大
学
の
教
育
・
研
究
基
盤
の

特
徴
で
あ
る
健
康
生
命
科
学
、社
会
技

術
科
学
、地
域
創
生
総
合
科
学
を
積
極

的
に
口
腔
保
健
学
科
の
教
育
に
取
り
入

れ
て
、豊
か
な
人
間
性
と
高
い
倫
理
性
を

備
え
、口
腔
保
健
お
よ
び
福
祉
に
関
す
る

高
度
で
専
門
的
な
知
識
や
技
能
を
有
す

る
人
材
を
育
成
し
ま
す
。 

　
こ
れ
に
よ
り
、保
健
・
医
療
・
福
祉
を
統

合
的
に
捉
え
る
こ
と
が
で
き
、口
腔
保
健

お
よ
び
福
祉
の
専
門
的
立
場
か
ら
社
会

に
貢
献
し
、ま
た
、こ
れ
ら
の
専
門
分
野

の
教
育
、研
究
に
お
い
て
も
指
導
的
役
割

を
担
え
る
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
を
基

本
理
念
と
し
て
い
ま
す
。 

 

■
入
学
式 

 

　
４
月
６
日[

金]

、ア
ス
テ
ィ
と
く
し
ま

で
平
成
１９
年
度
入
学
式
が
挙
行
さ
れ
、青

野
学
長
が
合
計
２
、０
９
６
名[

学
部
１

年
次
１
、３
３
１
名
、学
部
３
年
次
７１
名
、

大
学
院
修
士[

博
士
前
期]

課
程
５
３
７
名
、

大
学
院
博
士[

博
士
後
期]

課
程
１
４
７
名
、

助
産
学
専
攻
科
１０
名]

の
入
学
を
許
可
し

ま
し
た
。
　 

　
入
学
生
を
代
表
し
、工
学
部
の
三
木

浩
子
さ
ん
の
総
代
宣
誓
の
後
、学
長
か
ら

「T
h
e
 th
in
g
s
 ta
u
g
h
t in
 s
c
h
o
o
l 

a
re
 n
o
t a
n
 e
d
u
c
a
tio
n
, b
u
t th
e
 

m
e
a
n
s
 o
f e
d
u
c
a
tio
n

〜
学
校
で
教

わ
る
こ
と
は
教
育
そ
の
も
の
で
は
な
く
、

教
育
の
手
段
を
学
ぶ
こ
と
。
」
と
い
う
１９

世
紀
の
ア
メ
リ
カ
の
詩
人
エ
マ
ー
ソ
ン
の

言
葉
が
贈
ら
れ
、「
新
入
生
諸
君
の
若
さ

と
可
能
性
に
賭
け
大
い
な
る
発
展
に
期
待

し
て
い
る
。
」と
の
式
辞
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

■
文
部
科
学
大
臣
表
彰
に
お
い
て 

　
若
手
科
学
者
賞
を
受
賞 

  　
４
月
１７
日
、平
成
１９
年
度
科
学
技
術

分
野
の
文
部
科
学
大
臣
表
彰
に
お
い
て
、

大
学
院
バ
イ
オ
ヘ
ル
ス
サ
イ
エ
ン
ス
研
究

部
の
石
丸
直
澄
准
教
授
の
「
Ｎ
Ｆ-

κ
Ｂ
の

新
た
な
免
役
制
御
機
構
の
研
究
」
の
業

績
が
、四
国
の
研
究
者
で
は
初
め
て
と
な

る
若
手
科
学
者
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　 ■
名
誉
教
授
の
称
号
授
与
式 

 

　
５
月
１５
日[

火]

、徳
島
大
学
を
退
職
さ

れ
た
１７
人
の
教
授
の
方
々
に
名
誉
教
授

の
称
号
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。 

　
本
学
の
名
誉
教
授
は
こ
れ
に
よ
り
３

０
５
人[

徳
島
大
学
２
９
２
人
、工
業
短

期
大
学
部
７
人
、医
療
技
術
短
期
大
学

部
６
人]

と
な
り
ま
し
た
。 

 

名
誉
教
授
の
称
号
を
授
与
さ
れ
た
方
々 

※（
　
）は
元
の
所
属
部
局
等 

 

渋
谷 

雅
之 

（
副
学
長
） 

安
東 

諒 

（
総
合
科
学
部) 

林 

喜
代
美 

（
総
合
科
学
部
） 

松
本 

光
弘 

（
総
合
科
学
部) 

三
木 

正
幸 

（
総
合
科
学
部) 

三
井 

篤 

（
総
合
科
学
部) 

森
本 

忠
興 

（
医
学
部) 

伊
東 

進 

（
大
学
院
ソ
シ
オ
テ
ク
ノ
サ
イ
エ
ン
ス
研
究
部) 

岸 

恭
一 （
大
学
院
ソ
シ
オ
テ
ク
ノ
サ
イ
エ
ン
ス
研
究
部) 

山
内 

卓 

（
大
学
院
ソ
シ
オ
テ
ク
ノ
サ
イ
エ
ン
ス
研
究
部) 

福
澤 

健
治 （
大
学
院
ソ
シ
オ
テ
ク
ノ
サ
イ
エ
ン
ス
研
究
部) 

村
上 

仁
士 （
大
学
院
ソ
シ
オ
テ
ク
ノ
サ
イ
エ
ン
ス
研
究
部) 

平
尾 

潔 （
大
学
院
ソ
シ
オ
テ
ク
ノ
サ
イ
エ
ン
ス
研
究
部) 

金
品 

昌
志 （
大
学
院
ソ
シ
オ
テ
ク
ノ
サ
イ
エ
ン
ス
研
究
部) 

三
輪 

惠 （
大
学
院
ソ
シ
オ
テ
ク
ノ
サ
イ
エ
ン
ス
研
究
部) 

森
岡 

齋 （
大
学
院
ソ
シ
オ
テ
ク
ノ
サ
イ
エ
ン
ス
研
究
部) 

森
田 

秀
芳 

（
大
学
開
放
実
践
セ
ン
タ
ー) 

   

■
叙
位
叙
勲 

 

　
平
成
１
９
年
春
の
生
存
者
叙
勲
を
次

の
方
が
受
章
さ
れ
ま
し
た
。 

 

瑞
宝
重
光
章 

　
齋
藤
　
史
郎 

　
　
元 

徳
島
大
学
長 

　
　
徳
島
大
学
名
誉
教
授 

　
　
教
育
研
究
功
労 

 

瑞
宝
中
綬
章 

　
清
村
　
隆
壽 

　
　
元 

徳
島
大
学
総
合
科
学
部
教
授 

　
　
徳
島
大
学
名
誉
教
授 

　
　
教
育
研
究
功
労 

 

瑞
宝
中
綬
章 

　
塚
谷
　
博
昭 

　
　
元 

徳
島
大
学
薬
学
部
教
授 

　
　
徳
島
大
学
名
誉
教
授 

　
　
教
育
研
究
功
労 

 

瑞
宝
中
綬
章 

　
宮
本
　
博
司 

　
　
元 

徳
島
大
学
附
属
図
書
館
長 

　
　
徳
島
大
学
名
誉
教
授 

　
　
教
育
研
究
功
労 
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●入局説明会  
７月１３日[金]  
徳島大学医学部・歯学部附属病院　青藍講堂  
問い合わせ先 : 卒後臨床研修センター  
Tel :  ０８８-６３３-９９７６、９３５９  
E-mai l : bsotsugo@jim.tokushima-u.ac.jp  
 
●工学部体験大学講座  
８月２日[木]１３時３０分～１６時 
徳島大学工学部  
問い合わせ先: 工学部学務係 Tel :  ０８８-６５６-７３１５  
E-mai l :  kggakmuk@jim.tokushima-u.ac.jp 
 
●ひらめき☆ときめきサイエンス 
～ようこそ大学の研究室へ～  
８月４日[土]  
徳島大学薬学部  
問い合わせ先: 医学・歯学・薬学部等事務部 
学務課第三教務係 Tel :  ０８８-６３３-７６１５  
E-mai l : isygakumu３k@jim.tokushima-u.ac.jp  
 
●第１１回科学体験フェスティバルin徳島  
８月４日[土]～５日[日] １０時～１６時 
徳島大学工学部 
問い合わせ先 : 工学部総務係 Tel :  ０８８-６５６-７３０４ 
E-mai l :kgsoumuk@jim.tokushima-u.ac.jp 
 
●徳島大学オープンキャンパス/学部説明会 
徳島大学の全学部 
■総合科学部[常三島] 
人間社会学科・・・・８月７日[火-午前] 
自然システム学科・・・・８月７日[火-午後] 
■医学部［蔵本] 
医学科・・・・８月３日[金-午前] 
栄養学科・・・・８月２日[木-午前] 
保健学科・・・・８月２日[木-午後] 
■歯学部［蔵本] 
歯学科・・・・８月８日[水-午後] 
口腔保健学科・・・・８月８日[水-午前] 
■薬学部［蔵本]・・・・８月３日[金-午後] 
■工学部［常三島]・・・・８月２日[木-午前]　 
問い合わせ先 : 学務部入試課入学試験係  
Tel :  ０８８-６５６-７０９１ 
E-mai l : jnjin1k@jim.tokushima-u.ac.jp 
 
●上板グリーンタウンミーティング 
９月１日[土]午前［予定］ 
技の館［板野郡上板町泉谷原東］ 
問い合わせ先 : 総務部企画・評価課社会貢献係 
Tel :  ０８８-６５６-９７５２ 
E-mai l :khkoukenc@jim.tokushima-u.ac.jp  
 
●エンジニアリングフェスティバル２００７ 
９月２８日[金]１２時～１８時 
徳島大学工学部 
問い合わせ先 : 工学部総務係 Tel :  ０８８-６５６-７３０４ 
E-mai l :kgsoumuk@jim.tokushima-u.ac.jp 

編
集
後
記
・
・
・
・
・
長
井
伸
仁 

 

表
紙
の
３
枚
の
う
ち
、
下
の
地
図
が 

ど
こ
を
表
し
て
い
る
の
か
、 

お
わ
か
り
で
し
ょ
う
か
。 

そ
う
、
徳
島
市
で
す
。 

 

真
ん
中
や
や
右
を
上
か
ら
下 

（
方
角
で
い
え
ば
西
か
ら
東
）
に
流
れ
る
の
が 

現
在
の
吉
野
川
、 

そ
の
左
手
（
南
側
）
が
い
ま
の
徳
島
市
の 

中
心
部
で
す
。 

山
々
の
な
か
で
眉
山
、
津
田
山
、
城
山
が 

ひ
と
き
わ
入
念
に
描
か
れ
て
い
る
の
は
、 

そ
れ
が
当
時
の
人
び
と
に
と
っ
て
も 

シ
ン
ボ
ル
的
な
存
在
だ
っ
た
か
ら
で
し
ょ
う
。 

こ
の
地
図
は
寛
永
後
期
（
一
七
世
紀
中
ご
ろ
）
に 

作
ら
れ
た
「
阿
波
国
大
絵
図
」
の
一
部
で
す
。 

本
号
表
紙
の
右
上
の
地
図
が
そ
の
全
体
像
で
す
。 

左
上
の
地
図
は
、
伊
能
忠
敬
の
手
に
な
る 

「
大
日
本
沿
海
図
稿
」
の
う
ち
、 

四
国
を
表
し
た
も
の
で
す
。 

い
ず
れ
も
徳
島
大
学
附
属
図
書
館
が 

所
蔵
し
て
い
ま
す
。 

大
学
は
こ
の
よ
う
な
貴
重
な
資
料
を
保
管
す
る 

役
割
を
担
っ
て
も
い
る
の
で
す
。 

本
号
の
特
集
で
は
、 

徳
島
大
学
が
所
蔵
す
る
貴
重
資
料
の
う
ち 

い
く
つ
か
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。 

紙
幅
の
都
合
で
す
べ
て
を 

お
見
せ
で
き
な
い
の
で
す
が
、 

古
地
図
は
附
属
図
書
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で 

「
高
精
細
デ
ジ
タ
ル
・
ア
ー
カ
イ
ブ
」
と
し
て 

公
開
さ
れ
て
い
ま
す
し
、 

ガ
レ
リ
ア
新
蔵
で
も
折
に
ふ
れ
て
貴
重
資
料
や 

出
土
品
の
一
部
を
展
示
し
て
い
ま
す
。 

関
心
が
お
あ
り
の
方
は
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。 


